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☆ よさこいプレ踊り in 風良里 開催 
                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               ♪ チビ玉こと だいち君。黒一点!? 
                                先週日曜日(24 日)は恒例 
                               の『よさこいプレ踊り』。 
         ♪ 女性陣のあで姿。鳴子の響きが涼を呼びます。 
 南国市内の踊りのグループ『ふじ和会』の皆さんが正調よさこい鳴子踊りを 30 分毎に 1 回披露

して下さいます。当日はかんかん照りではなかったものの夏のさなか、暑い中それを感じさせない 
優美な踊りと鳴子の響きで、ご来場の県外観光客の皆さんが足を止めて見入ったり写真、ケータイ

等に納めていました。この日は他にもユーモラスなしばてん踊り、ヒット曲南国土佐を後にしての

舞踊もあわせて披露、多くのお客様が楽しまれました。 ♪ ふじ和会の皆さん、ありがとう!! 
☆ 直売所『風の市』8 月のイベント案内 

6 日(土) ゴーヤメニューの試食とオクラのつかみ取り販売 

14 日(日) 新米まつり 南国市産のコシヒカリ(新米)が登場だよ 
俵おむすびの試食有!! 

☆ 東日本大震災義援金募金にご協力をいただき、ありがとうございました。 
7 月 29 日(金) 176,934 円を日本赤十字社に義援金としてお献げいたしました。 

猫のしっぽ 清流。高知県西部を流れる四万十川は『日本最後の清流』として有名ですが、高知県 
にはもっときれいな川が他にもあります。最近某局でクローズアップされている仁淀(によど)川も 
その一つ。本流には四万十にはないダムもたくさんあるのに何故??  それは流れが急で流域にあま

り人口がないから。四万十川はそれほど高低差のないところを蛇行し、人口の多いところをゆるゆ

ると流れるので。どちらがきれいかと問われたら、私風猫子も四万十の方の出身なのですけど、間

違いなく仁淀川に軍配。ちょっと町を外れたところで澄み切った流れに出会えます。ただ、急流な

のと水温が低めなのは要注意。地元の人によく聞いて、安全にお楽しみ下さい。すごいよ。風猫子 
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